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☞吸入療法によるセルフケアを継続するためには以下のことが大切です
 関連する医療従事者すべてが常に患者の服薬状況に目を配る
 吸入指導は1回だけでなく、定期的に繰り返す
 言葉による説明だけではなく、実際に手技をやってみせ、その場で患者に
やってもらい確認する

吸入療法①:吸入療法の重要性
吸入療法は

器具（デバイス）
ごとにコツが
あるのね

気道に直接到達し作用する有効な治療法
経口薬よりも格段に使用量が少なく、副作用が少ない
COPDや気管支喘息では、診療ガイドラインにおいても吸入療法を中心と
した治療が推奨されています。
患者や医療従事者が吸入療法の重要性や安全性を
認識することが大切です。

吸入療法は呼吸器疾患の急性増悪を予防しQOLを向上するとても有益な方法です。



カプセルをカプセル充填部
に入れ、穴あけ用ボタン
(針)を押して穴を開ける
カプセルが吸気によって
吸い上げられ、カプセル
が回転して薬剤が放出さ
れる

吸入療法②:デバイス編（ブリーズヘラー）

⾧時間作用型
β₂刺激薬

⾧時間作用型
抗コリン薬

※「そばをすする強さ」、「ジュースをストローで吸う強さ」は 60L/min位

※

吸気が弱い
場合は、吸入
器を少し上に
傾けるように
すると、カプセ
ルを吸気で
持ち上げる力
が少なくなり
回転しやすく
なります。

出典：明日からできる吸入指導，メディカルレビュー社，初版，2012.



吸入療法③:デバイス編（レスピマット）

スピリーバ:
⾧時間作用型
抗コリン薬

透明ケースの回転が困難な場合は、「回
転くん」という回転補助器具があります。
薬剤師に相談してみましょう。

冬季は、しばれる場所に保管すると、
吸入液が凍って噴霧できなくなります。
室温保存するように説明しましょう。

 安定した微粒子エアロゾルの発生が可能である
 ソフトミストが持続的(約1.5秒)に噴射されるため、吸入の同調が
容易である

 噴霧ハンディヘラー(1日量18㎍)の約1/4の薬剤量(1日量5㎍)
で同等の効果が得られる

 噴霧ガスを使用していない
 少ない吸気流速でも十分に肺胞まで到達する
 ハンディヘラーと比べて口渇の作用が少ない
 セット時および操作時に、ある程度の力が必要である

出典：明日からできる吸入
指導，メディカルレビュー
社，初版，2012.



吸入療法④:デバイス編（タービュイヘラー）

※「そばをすする強さ」、「ジュースをストローで吸う強さ」は 60L/min位

※

シムビコート(合剤):
⾧時間作用型
β₂刺激薬
＋

吸入ステロイド薬

「クルッ」「カチッ」

出典：明日からできる吸入指導，メディカルレビュー社，初版，2012.

吸入ステロイド薬に特徴的な、
口腔カンジダや嗄声などの副
作用は、含嗽で口腔内の薬剤
を除去することで防止できます。

薬剤が終了してもカサカサ音
がしますが、乾燥材の音なの
で、新しいものに取り替えてく
ださい。

操作確認グリップ
グリップを回す方向が理
解できない場合や、グ
リップがうまく回せない場
合に使用します。



吸入療法⑤:デバイス編（ディスカス）

アドエア(合剤):
⾧時間作用型β₂刺激薬

＋
吸入ステロイド薬

※

※「麺をすする強さ」、「ジュースをストローで吸う強さ」は 60L/min位

自分のタイミングで
早く深く薬剤を吸う

⾧時間作用性
吸入β2刺激薬

レルベア(合剤):
⾧時間作用型β₂刺激薬

＋
吸入ステロイド薬

患者の生活に合った吸入方
法を考えましょう。
吸入は、アドヒアランスを維持するために、と
くに高齢者は、食事や内服と同じ時間に設
定するなどの工夫が必要です。
日中の活動時間に薬がよく効＜ような時間
設定も必要です。

【吸入ステロイド】
副作用防止にうがいが有
効です。うがいができない
時は、水やお茶を飲むこと
でも対処が可能です。
水で飲み込んでも副作用
の心配はありません。
開封後3か月経った薬は
破棄するよう
推奨されて
います。
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